
東日本大震災以降の主な自然災害

地震 風水害 雪害
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平成23年東北地方太平洋沖地震（H23.3.11）
・三陸沖を震源として最大震度7（宮城県栗原市）
・広範囲で高い津波による被害
・道路啓開「くしの歯作戦」を実行
・三陸縦貫道が住民の避難場所として機能
・耐震補強された幹線道路は致命的な被害無し

平成23年7月新潟・福島豪雨（H23.7.27～7.30）

台風第12号による大雨（H23.8.30～9.6）
・紀伊半島を中心とする日本全土で記録的な大雨
・大規模な深層崩壊の土砂災害が発生

平成24年7月九州北部豪雨（H24.7.11～7.14）

台風第18号による大雨（H25.9.15～9.16）
・四国から北海道の広い範囲で大雨

台風第26号による暴風・大雨（H25.10.14～10.16）
・東日本、北日本の太平洋側を中心に大雨

関東地方における大雪・暴風雪
（H26.2.14～2.19）
・山梨県国道20号で最大約400台の車両滞留

平成26年8月豪雨（H26.7.30～8.26）
・広島市で多数の土砂災害が発生

平成27年9月関東・東北豪雨（H27.9.7～9.11）
・鬼怒川で溢水や約200mにわたる堤防決壊が発生

平成28年熊本地震（H28.4.14,4.16）
・熊本地方を震源として最大震度7（熊本県益城町等）
・大規模斜面崩壊により国道325号阿蘇大橋が落橋
・九州道の橋梁の支承損壊、跨道橋の落橋

台風第7号、第11号、第9号、第10号及び前線による大雨・暴
風（H28.8.16～8.31）
・北海道と岩手県を中心に記録的な大雨
・国道274号（北海道日勝峠）での土砂崩落で43kmに亘る通行止め

平成29年7月九州北部豪雨（H29.6.30～7.10）
・福岡県朝倉市で赤谷川が氾濫、東峰村では一時孤立が発生

北陸地方を中心とした大雪（H30.2.3～2.8）
・福井県国道8号で最大1,500台の車両滞留

大阪北部地震（H30.6.18）
・大阪府北部を震源として最大震度6弱（高槻市等）
・高槻市道で小学校のプール脇のブロック塀が倒壊
・高速道路の通行止めや踏切の遮断等により、都市部で
通勤時間帯に大規模な渋滞が発生

平成30年北海道胆振東部地震（H30.9.6）
・北海道胆振地方中東部を震源として最大震度7（厚真町）

・北海道全域で停電（ブラックアウト）が発生

平成30年7月豪雨（H30.6.28～7.8）
・全国でこれまでの観測記録を更新する大雨
・小田川（倉敷市真備町）の決壊により大規模浸水被害
・山陽道、広島呉道路、国道31号、JR呉線が土砂崩落で被災
・土砂災害により高知道で高架橋上部工が流失

台風第21号による暴風・高潮等（H30.9.3～9.5）
・強風により近畿地方を中心に多数の電柱倒壊が発生
・瀬戸中央自動車道等における強風による車両転倒の発生
・高潮により関西国際空港で浸水被害
・関西空港の連絡橋に、強風で流されたタンカーが衝突・損傷

資料３

北陸地方における大雪（H28.1.24～1.25）
・新潟県国道8号や北陸自動車道で大規模な
車両滞留

首都圏における大雪（H30.1.22～1.23）
・首都高速における約4日間の通行止め

北陸地方における大雪（H30.1.10～1.13）
・石川県北陸自動車道において約460台の車
両滞留

中国地方における大雪（H29.1.23～1.24）
・鳥取県米子自動車道で約300台の車両滞留

新東名高速における降雪・凍結（H29.2.11）
・御殿場-長泉沼津間で約1,000台の車両滞留

①

②

③

：有識者会議とりまとめ ①東日本大震災を踏まえた緊急提言（H23.7） ②熊本地震を踏まえた課題と論点（H28.6） ③大雪時の道路交通確保対策中間とりまとめ（H30.5）

島根県・山口県における大雨（H25.7.26～8.3）

秋田県・岩手県における大雨（H25.8.9～8.10）


